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今
回
で
８
回
目
の
Ｇ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
は
展
示
規
模
が
前
回

よ
り
18
％
増
の
１
９
８
社

・
団
体
が
出
展
す
る
。
出

展
企
業
の
約
半
数
が
入
れ

替
わ
り
、
こ
の
う
ち
４
割

が
初
出
展
、
１
割
が
再
出

展
企
業
の
ほ
か
、
海
外
出

展
は
韓
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
の

４
カ
国
か
ら
出
展
が
あ

る
。
こ
の
ほ
か
新
た
に
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ゾ
ー
ン
が

設
け
ら
れ
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ

た
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
、
ハ

ウ
ス
内
環
境
制
御
技
術
、

植
物
栽
培
装
置
な
ど
革
新

的
な
技
術
を
持
つ
中
小
企

業
が
出
展
す
る
。
ま
た
、

今
回
の
同
時
開
催
展
は
ス

マ
ー
ト
農
業
な
ど
に
関
す

る
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
ジ
ャ

パ
ン
に
加
え
、
新
た
に
ア

ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
・
陸
上

養
殖
設
備
展
を
同
時
開
催

す
る
。
気
候
変
動
に
伴
う

漁
獲
高
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
の
陸
上
養
殖
技
術

が
紹
介
さ
れ
、
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

と
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

①
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
展
示
構
成

ハ
ウ
ス
・
太
陽
光
利
用
型

植
物
工
場

　
〇
ハ
ウ
ス
・
太
陽
光
利

用
型
植
物
工
場
、
〇
人
工

光
型
植
物
工
場
な
ど

付
帯
設
備
・
機
器

　
〇
施
設
園
芸
用
、
〇
植

物
工
場
用

生
産
管
理
機
器
・
資
材

　
〇
種
苗
、
育
苗
資
材
、

育
苗
シ
ス
テ
ム
、〇
肥
料
、

農
薬
、受
粉
・
天
敵
昆
虫
、

Ｉ
Ｐ
Ｍ
、〇
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

〇
環
境
制
御
装
置
・
技
術

流
通
・
加
工
・
包
装

　
〇
流
通
・
加
工
な
ど

業
務
効
率
化
提
案

　
〇
省
力
化
・
サ
ポ
ー
ト

機
器
な
ど

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

　
施
設
園
芸
・
植
物
工
場

に
関
わ
る
革
新
的
な
製
品

・技
術・サ
ー
ビ
ス
を
保
有

し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
成
長
を
目
指
し
て

い
る
国
内
の
企
業
・
団
体

が
集
結
。（
主
な
出
展
企
業

：
ス
ウ
ィ
ー
ト
ベ
ジ
タ
ブ

ル
、
エ
ン
メ
イ
プ
ロ
、
グ

ラ
ス
Ｉ
Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ズ
等
）

②
セ
ミ
ナ
ー　

　
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
、
「
育
種
関

連
」、「
脱
炭
素
の
推
進
」、

「
各
種
栽
培
技
術
」、「
人

工
土
壌
」
、
な
ど
生
産
者

の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

セ
ミ
ナ
ー
を
多
数
開
講
す

る
。

③
出
展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

　
東
都
興
業
、
誠
和
、
ト

ヨ
タ
ネ
、
ネ
ポ
ン
な
ど
９

社
に
よ
る
製
品
や
技
術
紹

介
が
行
わ
れ
る
。

④
主
催
者
企
画

　
農
業
デ
ー
タ
活
用
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
動

画
視
聴
、
生
産
者
相
談
コ

ー
ナ
ー
、政
府
告
知・公
庫

・融
資
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、施

設
園
芸
を
は
じ
め
、
同
時

開
催
展
と
の
連
動
企
画
な

ど
５
つ
の
企
画
を
展
開
。

⑤
主
な
出
展
企
業

　
Ｍ
Ｋ
Ｖ
ア
ド
バ
ン
ス
、

住
化
積
水
フ
ィ
ル
ム
、
Ａ

Ｇ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
、

東
都
興
業
、
誠
和
、
渡
辺

パ
イ
プ
、
佐
藤
産
業
、
大

仙
、
ネ
ポ
ン
、
ダ
イ
キ
ン

工
業
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ
、

カ
ネ
コ
種
苗
、
丸
善
薬
品

産
業
、
農
研
機
構
。

⑥
同
時
開
催
展

　
〇
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
ジ

ャ
パ
ン
（
ス
マ
ー
ト
農
業

を
テ
ー
マ
と
し
た
専
門
展

示
会
。
農
薬
散
布
ド
ロ
ー

ン
、
環
境
制
御
装
置
、
ナ

ノ
バ
ブ
ル
発
生
装
置
な
ど
）

　
〇
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス

・
陸
上
養
殖
設
備
展
（
水

質
管
理
機
器
、
酸
素
溶
解

装
置
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
水
除
菌
装

置
な
ど
）

⑦
開
催
概
要

　
会
期
：
７
月
24
日（
水
）

〜
26
日
（
金
）
10
時
〜
17

時
。
会
場
：
東
京
ビ
ッ
ク

サ
イ
ト
（
東
京
都
江
東
区

有
明
３
―
11
―
１
）
南
１

・
２
ホ
ー
ル
。
入
場
方
法

：
Ｗ
ｅ
ｂ
事
前
登
録
ま
た

は
招
待
券
持
参
。
事
前
登

録
は
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
事
務
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.

gpec.jp

）
に
て
行
う
。

　
前
回
の
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
鍵
と
な

る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
普
及
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
暖
房
施
設
を
50
％
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
化
石

燃
料
の
使
用
を
ゼ
ロ
に
す

る
と
い
う
目
標
が
あ
り
、

大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
で

は
新
設
温
室
へ
の
化
石
燃

料
使
用
が
禁
止
さ
れ
る
動

き
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
海
外
の
動
向
を
受
け
て

日
本
で
も
同
様
の
対
策
が

求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
政
府
に
よ
る
強

力
な
規
制
が
な
い
限
り
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
の
普
及
は
進

ま
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
機
会
に
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
の
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
展
示
会
で
は
数
多
く
の

新
技
術
や
製
品
が
出
展
さ

れ
ま
す
の
で
、
生
産
者
や

関
係
者
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
土
壌
診
断
分
析
研
究
会

（
斗
澤
康
広
会
長
、
事
務

局
＝
東
京
農
大
発
㈱
全
国

土
の
会
）
は
、
７
月
４
日

に
東
京
農
業
大
学
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
榎
本
ホ

ー
ル
に
て
第
13
回
土
壌
診

断
分
析
研
究
会
を
開
催
し

た
。
同
会
は
２
０
１
２
年

に
自
動
化
学
分
析
装
置
の

ユ
ー
ザ
ー
が
主
体
と
な
っ

て
運
営
す
る
研
究
会
と
し

て
設
立
し
、
迅
速
、
高
精

度
、
安
価
で
環
境
に
や
さ

し
い
土
壌
診
断
分
析
法
を

確
立
し
て
全
国
の
土
壌
診

断
室
に
普
及
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
日
は
土

壌
診
断
分
析
に
携
わ
る
機

関
、分
析
機
器
メ
ー
カ
ー
、

農
業
資
材
関
係
者
な
ど
約

80
が
参
加
し
、
手
合
わ
せ

分
析
の
集
計
結
果
報
告
、

講
演
、
総
合
討
論
が
行
わ

れ
た
。（
２
面
に
つ
づ
く
）

土
壌
診
断
分
析
研
究
会

７
／
４
東
京
農
大
で
開
催

研究会は昨年竣工した東京農大国際セ
ンター２階の榎本ホールで行われた

Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
情
報
収
集
を
！

　
（
一
社
）
日
本
施
設
園
芸
協
会
主
催
の
「
施
設
園
芸
・
植
物
工
場
展
２
０
２

４
（
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
」
が
い
よ
い
よ
７
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
日
間
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
行
わ
れ
る
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
稼
げ
る
施
設
園
芸
、
農
業

が
変
わ
る
、日
本
が
変
わ
る　
〜
本
格
的
な
ス
マ
ー
ト
化
時
代
の
扉
を
拓
く
〜
」

の
テ
ー
マ
で
、
国
内
外
１
９
８
社
・
団
体
が
出
展
し
、
栽
培
環
境
や
デ
ー
タ
の

可
視
化
、
高
収
量
、
省
力
化
な
ど
、
生
産
者
の
収
益
向
上
に
つ
な
が
る
最
先
端

技
術
や
機
器
・
資
材
展
示
な
ど
を
情
報
発
信
す
る
。

施
設
園
芸
・
植
物
工
場
展
2024

７
月
24
日
〜
26
日

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

実
行
委
員
長

丸
尾　

達

事前登録
ＱＲコード
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ゆうゆう一輝黒タイプ
白タイプ オールスター一輝

F G Y R K-3
ハウス ・露地　全作型　　オールシーズン適応。 　

立地条件や草勢のバランスを考慮し、 穂木とのバランスを整えます。

ブルーム台木も、 全作型に適応できますように揃えております。 　

詳しくは弊社にお問い合わせください。

相性ひったり、 バランス OK

OS
交配 ブルームレス台木

１月中旬～ 8月中旬まき用
兼備 2号
かねそなえ

８月～ 9月及び
１２月中旬以降 2月まき用

兼備１号
かねそなえ

はやか
２月～７月まき用

勇翔
ゆうしょう

６月～２月まき用

OS
交配 最高品質・シャリッとおいしく食感抜群
この夏・秋の定番実力品種‼

ゆうみ（結実）６３７
１月～３月まき用

エクセレント６２０
１月～１０月まき用

ちなつ PVP
第２０７４９号

１月～８月まき用

席巻普及実力品種

恵の風
１月～８月まき用

エクセレント節成
７月～９月まき用１号

２号 １月～８月まき用
３５３ １月～８月まき用

Zはニーナより草勢強め

ニーナ
ニーナ Z（ゼット）

周年栽培可能

まりん
１月～８月まき用

バランス良い耐病性品種
かっぱん強し

複合耐病性品種
ウドンコ・褐斑・ベト病に強い

まりんまりん

ニーナＺニーナＺ

動物質有機肥料は、肥料分のほか、微量要素・アミノ酸・核酸
・酵素も供給します。

◆ぼかし肥料の原料としてもお使い頂けます。
【特 徴】
＊各原料の分解特性を考慮して設計配合してあります。
＊長期間の穏やかな分解で無機化も緩慢ですから、肥切れや濃度障害も緩和され
　むらのない養分供給が図れます。
＊土壌微生物を活性化し団粒形成・保水性・通気性の向上等土壌環境を改善され
　ます。
＊連用しても作物・土壌を選ばず悪化させることはありません。

〒322-0033　栃木県鹿沼市府所町 20
TEL 0289-65-3121　FAX 0289-65-3124
http://www.kato-industry.com

㈱加藤工業所 肥料事業部

ネニソイル強力新微生物改良剤 土こうじん地力保全研究会推奨

カトー動物質高級有機肥料

異
常
気
象
を
背
景
に
市
場
が
拡
大

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト

新
園
芸
資
材

後
藤
逸
男
氏
が

分
析
集
計
報
告

13
時
よ
り
開
会
し
、
斗

澤
会
長
（
Ｊ
Ａ
十
和
田
お

い
ら
せ
代
表
専
務
理
事
）

が
挨
拶
。
「
先
般
の
国
会

に
お
い
て
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
が
改
正
さ

れ
、
環
境
負
荷
の
軽
減
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
で
は
土
壌
診

断
と
堆
肥
活
用
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
研
究
会
で
は
手
合
わ
せ

分
析
の
結
果
報
告
の
ほ
か

に
、
塩
酸
抽
出
法
に
よ
る

家
畜
糞
堆
肥
の
分
析
法
と

そ
の
活
用
に
つ
い
て
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
ま

さ
に
堆
肥
活
用
に
お
け
る

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
が
る

も
の
で
あ
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
当
研
究

会
で
も
堆
肥
の
手
合
わ
せ

分
析
も
視
野
に
入
れ
て
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
」
と
述

べ
た
。

　
こ
の
あ
と
東
京
農
業
大

学
名
誉
教
授
・
全
国
土
の

会
会
長
の
後
藤
逸
男
氏
が

手
合
わ
せ
分
析
の
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
今
回

は
37
の
分
析
室
が
参
加
し

て
３
か
所
（
高
知
県
土
佐

市
岩
戸
の
優
良
水
田
土

壌
、
高
知
県
幡
多
郡
黒
潮

町
の
秋
落
ち
水
田
土
壌
、

長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町

の
根
こ
ぶ
病
発
生
露
地

畑
）
の
土
壌
分
析
を
行
っ

た
。
今
回
は
報
告
値
の
集

計
に
従
来
の
集
計
方
法
に

加
え
て
、
よ
り
正
確
な
ロ

バ
ス
ト
法
を
採
用
し
て
い

る
。
集
計
結
果
か
ら
今
後

改
善
す
べ
き
点
を
後
藤
会

長
が
指
摘
し
、
農
家
の
た

め
に
も
正
確
な
分
析
を
お

願
い
し
た
い
と
結
ん
だ
。

　
特
別
講
演
は
ジ
ェ
イ
カ

ム
ア
グ
リ
㈱
技
術
顧
問
の

加
藤
直
人
氏
が
「
塩
酸
抽

出
法
に
よ
る
家
畜
糞
堆
肥

の
分
析
法
」の
テ
ー
マ
で
、

家
畜
糞
堆
肥
中
の
肥
料
成

分
の
特
徴
、
塩
酸
抽
出
法

の
概
要
、
今
後
の
家
畜
糞

堆
肥
の
利
用
方
向
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　
閉
会
の
辞
で
㈱
生
科
研

の
中
嶋
大
地
会
長
は
、「
我

々
の
命
を
支
え
て
い
る
農

業
、
そ
し
て
流
通
、
消
費

に
至
る
ま
で
の
ア
グ
リ
フ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
が
連
鎖
的

な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
農
業
生
産
は
世
界
的

な
気
候
変
動
や
土
壌
の
劣

化
で
、
そ
の
土
台
が
大
き

く
揺
ら
い
で
お
り
、
こ
う

し
た
状
況
が
当
面
は
続
く

と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
に

は
、
産
地
、
生
産
者
の
立

場
に
立
っ
た
土
壌
診
断
対

応
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
い
ま
肥
料
高
騰
対

策
の
一
環
と
し
て
国
や
県

は
地
域
に
あ
る
未
利
用
資

源
、
あ
る
い
は
有
機
物
堆

肥
の
利
用
を
強
く
推
進
し

て
い
ま
す
。
日
本
農
業
の

持
続
的
な
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
、
共
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

述
べ
、
研
究
会
を
終
え

た
。

　
異
常
気
象
を
背
景
に
世

界
的
に
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ

ュ
ラ
ン
ト
（
Ｂ
Ｓ
）
の
利

用
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
農
林
水
産
省
は
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
の
中
で
２
０
５
０
年

ま
で
に
化
学
農
薬
の
使
用

量
50
％
削
減
（
リ
ス
ク
換

算
）
と
、
有
機
栽
培
面
積

を
25
％
拡
大
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
実
現
手
段
の
１
つ
と
し

て
Ｂ
Ｓ
の
利
用
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｂ
Ｓ
は
植
物
の
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ

り
、
植
物
が
本
来
持
っ
て

い
る
能
力
を
引
き
出
す
も

の
で
、
高
温
、
低
温
、
乾

燥
な
ど
の
非
生
物
的
ス
ト

レ
ス
を
緩
和
す
る
作
用
が

あ
る
。
肥
料
は
植
物
が
直

接
吸
収
す
る
栄
養
素
を
供

給
す
る
が
、
Ｂ
Ｓ
は
肥
料

の
吸
収
を
助
け
る
働
き
を

し
て
植
物
の
生
理
状
態
を

よ
り
良
く
す
る
。

　
世
界
的
に
利
用
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
２
０
２

１
年
に
約
３
，
６
５
０
億

円
だ
っ
た
市
場
規
模
が
、

２
０
２
５
年
は
５
，
６
７

０
億
円
超
の
巨
大
市
場
に

な
る
と
の
試
算
が
出
て
い

る
。
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
農
薬
や
化
学
肥
料
の

使
用
規
制
、
熱
波
な
ど
の

気
候
変
動
、
有
機
栽
培
の

広
が
り
を
受
け
、
早
く
か

ら
Ｂ
Ｓ
の
利
用
が
拡
大
し

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
バ
イ
オ

ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
協
議

会
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
が
拠
点

と
な
っ
て
専
門
企
業
の
設

立
や
新
製
品
の
開
発
な
ど

が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
国
内
で
は
２
０
１
８
年

に
肥
料
や
農
薬
な
ど
を
扱

う
８
社
に
よ
る
日
本
バ
イ

オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
協

議
会
が
発
足
し
て
お
り
、

国
内
農
業
へ
の
貢
献
を
目

標
に
掲
げ
て
広
く
普
及
さ

せ
る
た
め
に
各
種
研
究
や

セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
の
ほ

か
、
製
品
の
規
格
化
や
標

準
化
に
向
け
た
実
質
的
な

準
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
普
及

に
向
け
て
の
課
題
も
い
く

つ
か
あ
っ
て
、
Ｂ
Ｓ
に
決

ま
っ
た
規
格
が
な
く
現
状

は
玉
石
混
交
状
態
の
た

め
、
協
議
会
が
規
格
化
に

向
け
て
議
論
中
で
あ
る
。

サ
カ
タ
と
ア
リ

ス
タ
が
協
業

　
㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ
は
、

農
薬
大
手
Ｕ
Ｐ
Ｌ
社
（
本

社
：
イ
ン
ド
）
の
グ
ル
ー

プ
会
社
で
あ
る
ア
リ
ス
タ

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱

と
、
世
界
的
に
市
場
が
拡

大
し
て
い
る
農
園
芸
資
材

の
Ｂ
Ｓ
分
野
で
協
業
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
サ
カ
タ

の
タ
ネ
は
植
物
の
新
品
種

を
開
発
す
る
種
苗
メ
ー
カ

ー
と
し
て
、
植
物
生
理
に

精
通
し
た
活
用
提
案
を
可

植
物
の
ス
ト
レ
ス

軽
減
す
る
作
用

能
と
し
て
お
り
、
自
社
品

種
の
栽
培
に
関
す
る
講
習

会
を
毎
年
各
地
で
開
催
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
Ｂ
Ｓ

の
活
用
に
つ
い
て
も
現
場

の
課
題
に
即
し
た
提
案
が

で
き
て
い
る
と
い
う
。
一

方
、
世
界
的
農
薬
大
手
の

Ｕ
Ｐ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｂ

Ｓ
開
発
に
お
い
て
優
れ
た

製
品
・
技
術
開
発
力
と
普

及
推
進
力
を
持
っ
て
お

り
、
今
後
は
サ
カ
タ
の
タ

ネ
か
ら
同
社
に
生
産
現
場

の
ニ
ー
ズ
や
活
用
方
法
な

ど
の
情
報
を
提
供
し
、
そ

れ
ら
を
基
に
日
本
農
業
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
新

し
い
Ｂ
Ｓ
を
共
同
開
発
す

る
こ
と
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
。

　
６
月
に
は
協
業
第
一
弾

製
品
と
し
て
海
藻
抽
出
成

分
由
来
の
機
能
性
活
性
剤

「
Ｇ
Ａ
Ｘ
Ｙ
（
ギ
ャ
ク
シ

ー
）
」
の
販
売
を
開
始
し

た
。

　
ギ
ャ
ク
シ
ー
は
フ
ラ
ン

ス
の
北
西
部
、
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
地
方
の
水
温
が
低
い

海
に
生
息
す
る
ヒ
バ
マ
タ

科
の
海
藻
「
ア
ス
コ
フ
ィ

や
農
薬
と
の
親
和
性
が
高

く
、花
、野
菜
、果
樹
、水
稲

な
ど
幅
広
い
作
物
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
の
農
業
現
場
で
は
猛
暑

や
日
照
不
足
、
肥
料
価
格

の
高
騰
な
ど
様
々
な
課
題

が
あ
る
が
、
ギ
ャ
ク
シ
ー

は
水
分
や
養
分
吸
収
の
改

善
に
よ
る
高
温
乾
燥
、
塩

害
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
耐
性

向
上
、
光
合
成
能
力
の
サ

ポ
ー
ト
、
内
生
ポ
リ
ア
ミ

ン
生
成
に
よ
る
花
芽
誘
導

及
び
果
実
の
肥
大
均
一
化

な
ど
、
生
産
者
の
課
題
に

対
し
広
く
活
用
で
き
る
。

製
品
特
長

①
異
常
気
象
対
策
や
化
学

肥
料
削
減
な
ど
幅
広
い
効

果・
植
物
の
生
命
活
動
に
必

須
な
ポ
リ
ア
ミ
ン
の
生
産

を
増
幅
し
、
若
い
果
実
の

成
長
促
進
、
サ
イ
ズ
の
均

等
化
、
品
質
の
向
上
が
期

待
で
き
る
。

・
植
物
が
吸
収
し
に
く
い

ホ
ウ
素
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
効
率
を
ギ
ャ
ク
シ
ー

が
改
善
す
る
こ
と
で
高
温

障
害
の
対
策
に
期
待
で

き
、作
物
を
健
全
に
保
つ
。

②
省
力
化
・
省
人
化

　
肥
料
や
農
薬
と
混
合
し

た
と
き
に
凝
集
・
沈
殿
す

る
不
純
物
を
製
造
工
程
で

取
り
除
い
た
た
め
、
灌
水

や
薬
剤
散
布
な
ど
の
既
存

の
作
業
に
組
み
込
み
や
す

い
（
多
く
の
農
薬
と
混
用

で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
）
。
ま
た
、
低
粘

度
の
た
め
に
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
散
布
も
可
能
。

③
優
れ
た
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス

　
ギ
ャ
ク
シ
ー
の
希
釈
倍

率
は
５
千
倍
〜
１
万
倍
。

少
量
で
効
果
を
発
揮
す
る

た
め
、
単
位
面
積
当
た
り

の
コ
ス
ト
（
10
㌃
当
た
り

４
８
０
円
〜
９
６
０
円
）

を
低
減
出
来
る
の
で
、
広

い
面
積
で
栽
培
す
る
豆

類
、
コ
ム
ギ
な
ど
穀
類
へ

の
活
用
に
も
期
待
が
持
て

る
。※　

　
※　
　
※

　
希
望
小
売
価
格
は
１
㍑

２
６
，４
０
０
円（
税
込
）。

全
国
の
種
苗
店
、
農
業
資

材
店
、
Ｊ
Ａ
な
ど
を
通
じ

て
販
売
。

ラ
ム・ノ
ド
サ
ム
」を
原
料

に
抽
出
・
調
整
し
た
機
能

性
Ｂ
Ｓ
剤
。
海
藻
由
来
成

分
な
が
ら
低
粘
度
で
肥
料

ギャクシー

海藻抽出成分由来
機 能 性 活 性 剤

斗澤会長
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テ
レ
ビ
で
見
た
話
で
す
が
、
日
本
の
と
あ
る
会
社

が
砂
漠
で
ト
マ
ト
を
栽
培
出
来
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
、
ド

バ
イ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
持
ち
込
ん
で
試
験
し
ま

し
た
。
酷
暑
の
昼
間
は
エ
ア
コ
ン
と
換
気
扇
と
遮
光

フ
ィ
ル
ム
の
３
点
セ
ッ
ト
で
暑
さ
対
策
を
施
し
、
根

圏
は
高
分
子
ポ
リ
マ
ー
を
利
用
し
た
薄
い
ユ
ニ
ッ
ト

に
液
肥
を
流
し
て
水
分
と
養
分
を
吸
わ
せ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。

　
見
事
な
ま
で
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
過

酷
な
条
件
の
中
で
、
ト
マ
ト
は
立
派
な
実
を
付
け
て

収
穫
に
こ
ぎ
つ
け
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
２
年

目
に
な
る
と
、
生
育
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
葉
が
垂

れ
て
色
が
抜
け
た
よ
う
に
な
り
収
穫
量
は
ガ
ク
ン
と

落
ち
た
ら
し
い
で
す
。
こ
れ
で
は
計
画
が
と
ん
挫
す

る
と
考
え
た
会
社
は
、
根
圏
用
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
新
品

に
入
れ
替
え
ま
し
た
。
す
る
と
ま
た
一
年
目
と
同
じ

収
量
が
採
れ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
解
っ
た
の
は
、
根
が
養
水
分
を
吸

収
す
る
と
き
、
根
か
ら
排
せ
つ
物
が
出
て
い
て
、
そ

れ
が
あ
る
程
度
の
濃
度
に
達
す
る
と
、
根
の
活
動
を

阻
害
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ

う
い
わ
れ
て
み
る
と
、
我
々
の
ハ
ウ
ス
の
現
場
に
も

当
て
は
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
新
設
し
た
ハ
ウ
ス
は
最
初
の
数
年
は
良
い
成
績
に

恵
ま
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
数
年
後
に
は
成
績
が
落

ち
始
め
、
や
が
て
休
耕
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
ま

で
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
休
ま
せ

て
は
み
た
も
の
の
、
次
に
作
っ
た
と
こ
ろ
で
何
も
変

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
愕
然
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
も
ハ
ウ
ス
の
鋼
管
は
、
休
耕
に
し
て
フ
ィ

ル
ム
を
張
ら
ず
に
雨
ざ
ら
し
に
す
る
と
、
サ
ビ
の
発

生
が
早
ま
り
寿
命
が
短
く
な
る
の
で
す
。

20
㌧
を
50
年
続
け
て
出
せ
る
技
術
を
持
っ
て
作
る

ト
マ
ト
の
総
売
り
上
げ
と
、
最
初
20
㌧
も
採
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
あ
と
ジ
リ
貧
、
10
年
先
か
ら
３

年
に
一
度
の
休
耕
。
さ
ら
に
20
年
後
か
ら
は
１
年
ご

と
に
休
耕
さ
せ
て
、
30
年
経
た
ず
に
取
り
壊
し
に
な

っ
た
ハ
ウ
ス
の
総
売
り
上
げ
を
比
較
す
る
と
お
そ
ら

く
半
分
以
下
で
す
。

　
１
年
も
休
ま
せ
ず
に
同
じ
場
所
に
ず
っ
と
作
り
続

け
る
技
術
の
習
得
こ
そ
、
ハ
ウ
ス
園
芸
農
家
に
と
っ

て
一
番
大
事
な
、
生
き
る
た
め
、
農
家
と
し
て
存
続

し
て
い
く
た
め
の
最
大
の
礎
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
平
成
13
年
に
建
て
た
我
が
家
の
ハ
ウ
ス
の
ト
マ

ト
で
す
が
、
当
初
は
全
く
の
ダ
メ
ト
マ
ト
で
し
た
。

元
々
、
稲
が
秋
落
ち
し
て
地
力
の
低
い
劣
悪
な
素
性

の
土
地
に
建
て
た
の
で
、
客
土
は
し
た
も
の
の
、
尻

腐
れ
、
ア
ン
コ
玉
な
ど
生
理
障
害
多
発
で
、
そ
の
う

え
小
玉
ば
か
り
。
全
然
結
果
が
出
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
足
引
っ
張
り
の
ハ
ウ
ス
で
し
た
が
、
毎
年

毎
年
堆
肥
を
入
れ
続
け
、サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
を
引
い
て
、

太
陽
熱
消
毒
を
し
っ
か
り
行
い
連
作
を
続
け
ま
し

た
。
10
年
後
に
は
他
の
ハ
ウ
ス
と
遜
色
な
い
ト
マ
ト

に
な
り
、
以
後
、
ず
っ
と
成
績
は
優
秀
で
す
。
劣
悪

な
土
で
も
粘
り
強
く
堆
肥
を
入
れ
て
い
く
と
、
良
い

土
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
根
か
ら
出
る

老
廃
物
も
堆
肥
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
害
を
抑

え
込
む
こ
と
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
我
々
は
自
営
業
で
す
。
会
社
員
、
公
務
員
の
よ
う

に
決
ま
っ
た
給
料
を
頂
け
る
身
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
故
に
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
も
の
が
出
来
て
良
い

稼
ぎ
に
な
る
か
を
日
々
探
求
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
「
土
が
肥
え
る
と
家
が
栄
え
、
土
が
痩
せ
る

と
家
は
滅
び
る
」
私
の
作
っ
た
定
説
で
す
。

　
マ
ッ
ク
ス
㈱
は
、
青
果

物
用
の
袋
と
じ
作
業
の
効

率
化
・
省
力
化
を
実
現
す

る
自
動
搬
送
袋
と
じ
機
の

新
製
品
と
し
て
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
搭
載
し
た
「
コ
ニ

ク
リ
ッ
パ
デ
ュ
ア
ル
」
を

６
月
24
日
に
発
売
し
た
。

主
に
包
装
資
材
商
社
、
計

量
器
メ
ー
カ
ー
を
通
じ
て

販
売
し
、
価
格
は
オ
ー
プ

ン
価
格
。

　
本
製
品
は
操
作
部
分
を

従
来
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
か

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
置
き
換

え
、
「
サ
ポ
ー
ト
動
画
機

能
」や「
部
品
検
索
機
能
」

を
内
蔵
し
た
こ
と
で
機
械

に
関
す
る
困
り
ご
と
を
素

早
く
解
決
し
、
作
業
復
帰

ま
で
に
要
す
る
時
間
を
削

減
す
る
。
特
長
は
次
の
通

り
。

○「
サ
ポ
ー
ト
動
画
機
能
」

　
機
械
に
関
す
る
困
り
ご

と
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、
サ
ポ
ー
ト
動
画
を
視

聴
す
る
こ
と
で
対
応
方
法

を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
で
解

決
で
き
る
。

○
画
像
か
ら
部
品
名
を
検

索
で
き
る
「
部
品
検
索
機

能
」　
部
品
の
経
年
劣
化

な
ど
に
よ
る
不
具
合
が
発

生
し
た
際
、
従
来
機
は
ユ

ー
ザ
ー
が
部
品
名
を
特
定

で
き
ず
、
修
理
担
当
者
と

の
や
り
と
り
に
時
間
を
要

し
て
い
た
。
「
部
品
検
索

機
能
」
の
活
用
に
よ
り
、

ユ
ー
ザ
ー
自
身
が
部
品
名

を
特
定
、
伝
達
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
担
当
者

と
の
や
り
と
り
が
軽
減
で

き
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
完
了
ま
で
の
時
間
が
短

縮
で
き
る
。

○
「
結
束
デ
ー
タ
確
認
機

能
」　
日
・
週
・
月
ご
と

の
単
位
で
結
束
数
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
日
々
の

結
束
数
の
推
移
を
タ
ブ
レ

ッ
ト
上
で
リ
ス
ト
形
式
や

グ
ラ
フ
で
表
示
し
た
り
、

結
束
数
の
カ
ウ
ン
タ
に
加

え
て
作
業
時
間
も
把
握
で

き
る
の
で
、
時
間
あ
た
り

の
生
産
性
が
把
握
で
き

る
。

○
エ
ラ
ー
画
面
を
刷
新

不
具
合
が
発
生
し
た
部
分

を
文
字
と
図
面
で
表
示
す

る
た
め
、
要
因
と
復
帰
方

法
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ

た
。

為
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　
焼
き
付
き
を
お
こ
し
て
回
転
が
上
が
ら
な
い
エ
ン

ジ
ン
で
は
、
ど
ん
な
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
つ
け
て
燃

料
を
送
っ
て
も
一
向
に
回
転
は
上
が
ら
ず
、
つ
い
に

は
回
転
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
出
来
て
い
る
土
な
ら
、
何
年
作
っ
て

も
あ
る
程
度
の
出
力
（
収
量
）
は
出
ま
す
。
堆
肥
は

土
の
潤
滑
油
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ン
ジ
ン
の
場
合
な
ら
出
力
を
上
げ
る
為
に
は
排

気
量
を
増
や
す
の
が
手
っ
取
り
早
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
土
の
場
合
、
出
力
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
は
「
塩

基
置
換
容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
」
で
は
な
い
か
と
。

　
元
々
は
海
で
あ
り
、
そ
こ
を
堤
防
で
囲
っ
て
造
っ

た
干
拓
地
で
あ
る
が
故
、
砂
質
が
基
本
の
我
が
昭
和

地
区
の
塩
基
置
換
容
量
は
最
低
レ
ベ
ル
の
５
前
後
で

す
。
そ
こ
に
粘
土
質
の
赤
土
を
客
土
す
る
と
８
ぐ
ら

い
ま
で
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
粘
土

に
は
「
乾
い
た
ら
硬
く
な
っ
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
扱
い

に
く
い
。
地
割
れ
し
て
根
が
切
れ
る
」
等
の
マ
イ
ナ

ス
な
面
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
粘
土
の
特
性
を
生
か
し
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
解
消

し
て
く
れ
る
の
も
堆
肥
で
す
。
毎
年
入
れ
続
け
た
結

果
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
は
解
消
さ
れ
畝
づ
く
り
の
作
業
工
程

が
短
く
な
り
塩
基
置
換
容
量
が
10
、
腐
植
率
は
５
を

超
え
ま
し
た
。
先
に
記
し
た
３
８
０
万
の
客
土
は
、

当
初
家
族
か
ら
す
ご
い
ブ
ー
イ
ン
グ
の
嵐
で
し
た

が
、
今
で
は
し
っ
と
り
の
コ
ロ
コ
ロ
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

46
年
休
ま
せ
る
こ
と
な
く
作
り
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
こ
の
堆
肥
と
そ
れ
に
繁
殖
し
た
微
生
物
の
恩

恵
だ
と
思
う
の
で
す
。
土
に
肥
料
を
施
す
と
分
解
が

始
ま
り
ま
す
が
、
塩
基
置
換
容
量
の
低
い
土
で
は
根

焼
け
が
起
こ
り
や
す
い
で
す
。
粘
土
や
堆
肥
を
使
う

と
、
そ
れ
が
緩
衝
材
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
の

で
、
根
焼
け
し
に
く
く
な
る
の
は
農
学
の
世
界
で
は

常
識
で
す
ね
。
（
つ
づ
く
）

堆
肥
の
出
来
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
高
濱
氏

そ
の
土
で
本
当
に
い
い
の
？

50
年
連
作
を
可
能
に
す
る
土
づ
く
り
⑪

熊
本
県
八
代
市

高
濱
　
泰

22
．
砂
漠
で
ト
マ
ト
を

育
て
る
プ
ラ
ン
ト

23
．
肥
料
は
ガ
ソ
リ
ン

堆
肥
は
オ
イ
ル

　
私
は
土
耕
で
作
物
を
作
る
仕
組
み
が
、
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ン
に
似
た
よ
う
な
所
が
あ
る
な
ぁ
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。
土
に
と
っ
て
の
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
）
は

肥
料
、
オ
イ
ル
は
堆
肥
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

燃
料
の
肥
料
を
と
に
か
く
で
き
る
だ
け
沢
山
使
え
ば

出
力
（
収
量
）
が
上
が
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
が

か
な
り
の
数
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
や
り
す
ぎ
て
失
敗
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
て
い
る
人
は
少
な
い
。
肥
料
を
や
り
す
ぎ
て
、

そ
の
上
オ
イ
ル
の
方
に
は
一
切
気
を
向
け
な
い
人
が

殆
ど
で
す
。
少
な
い
肥
料
を
残
さ
ず
作
物
に
吸
わ
せ

る
工
夫
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
連
作
の

コニクリッパデュアル

マックス新製品
タブレット搭載袋とじ機
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㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ
（
坂

田
宏
社
長
・
本
社
＝
横
浜

市
都
筑
区
）
は
、
第
33
回

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
見
学
会

を
７
月
10
日
か
ら
12
日
ま

で
の
３
日
間
、
長
野
県
安

曇
野
市
の
三
郷
試
験
場
に

お
い
て
開
催
し
た
。

　
三
郷
試
験
場
は
標
高
約

７
２
５
㍍
の
比
較
的
冷
涼

な
環
境
で
花
と
野
菜
の
研

究
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
見
学
会

は
サ
カ
タ
で
最
も
長
い
歴

史
を
持
つ
イ
ベ
ン
ト
で
、

担
当
者
か
ら
直
に
品
種
情

報
や
栽
培
ア
ド
バ
イ
ス
を

得
る
こ
と
が
出
来
る
絶
好

の
機
会
と
い
う
こ
と
で
、

毎
年
全
国
か
ら
多
く
の
生

産
者
や
市
場
関
係
者
な
ど

が
参
加
す
る
。
世
界
シ
ェ

ア
７
割
を
誇
る
サ
カ
タ
だ

け
に
展
示
圃
場
で
は
大
輪

系
の
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
、
マ
キ

表
が
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
は
冠
婚
葬
祭
や
業

務
用
で
の
需
要
が
高
く
、

大
き
な
花
で
花
弁
の
縁
に

細
か
い
切
れ
込
み
が
入
っ

た
フ
リ
ン
ジ
タ
イ
プ
が
国

内
で
は
主
流
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
大
輪
フ
リ

ン
ジ
咲
き
は
栽
培
が
難
し

い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
っ
た
が
、
栽
培
が
し
や

す
い
品
種
が
登
場
し
た
こ

と
で
生
産
者
か
ら
の
人
気

も
高
い
そ
う
だ
。
ま
た
、

花
色
に
つ
い
て
は
白
系
と

ピ
ン
ク
系
が
と
も
に
３
割

を
占
め
て
お
り
、
こ
の
２

色
に
重
点
を
お
い
て
育
種

開
発
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
ピ
ン
ク
系
に
つ
い

て
は
ラ
イ
ト
ピ
ン
ク
系
の

需
要
が
多
数
を
占
め
て
い

る
が
、
近
年
の
ブ
ラ
イ
ダ

ル
の
多
様
化
、
葬
祭
ス
タ

イ
ル
の
変
化
、
色
が
細
分

化
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
推

し
活
向
け
の
花
需
要
の
高

ま
り
か
ら
濃
ピ
ン
ク
系
の

需
要
拡
大
を
見
込
ん
で
い

る
と
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ
は

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
る
。

「
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
（
２
型
）

ホ
ッ
ト
ピ
ン
ク
」
　

　
落
ち
着
い
た
濃
い
ピ
ン

ク
の
花
色
で
、
と
く
に
寒

冷
地
の
夏
か
ら
秋
出
荷
に

向
く
。
秋
出
荷
で
は
高
温

期
の
栽
培
と
な
る
た
め
、

草
丈
が
と
り
に
く
い
、
花

弁
数
が
少
な
く
な
り
や
す

い
な
ど
、
高
品
質
の
切
り

花
生
産
が
難
し
い
時
期
だ

が
、
本
品
種
は
高
温
環
境

下
で
も
十
分
な
草
丈
、
枝

数
、
花
の
大
き
さ
で
出
荷

で
き
る
。
さ
ら
に
花
弁
数

が
多
く
、
フ
リ
ン
ジ
や
花

弁
の
巻
き
も
よ
く
、
立
体

的
な
花
形
が
特
長
で
あ

る
。

「
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
（
２
型
）

チ
ェ
リ
ー
ピ
ン
ク
」
　

　
ホ
ッ
ト
ピ
ン
ク
よ
り
も

少
し
赤
み
が
か
っ
た
濃
い

ピ
ン
ク
の
花
色
で
、
と
く

に
温
暖
地
の
年
出
荷
に
向

く
品
種
。
こ
ち
ら
も
花
弁

数
が
多
く
、
フ
リ
ン
ジ
や

花
弁
の
巻
き
も
よ
い
花
形

を
し
て
い
る
。
定
植
後
の

チ
ッ
プ
バ
ー
ン
や
、
冬
場

の
低
日
照
に
よ
る
ブ
ラ
ス

チ
ン
グ
が
発
生
し
づ
ら

く
、
切
り
花
の
安
定
供
給

に
貢
献
す
る
。

　
両
品
種
の
価
格
は
そ
れ

ぞ
れ
ペ
レ
ッ
ト
種
子
１
袋

千
粒
入
り
で
６
，
６
０
０

円
（
税
込
）
。
全
国
の
種

苗
店
、
Ｊ
Ａ
ル
ー
ト
を
通

じ
て
11
月
上
旬
か
ら
発
売

す
る
。

　
（
公
財
）
園
芸
植
物
育

種
研
究
所
（
略
称
＝
園
研

・
丸
尾
達
所
長
・
千
葉
県

松
戸
市
紙
敷
）
は
、
育
種

や
栽
培
技
術
研
究
の
成
果

を
披
露
す
る
第
20
回
オ
ー

プ
ン
デ
イ
を
６
月
14
日
に

開
催
し
て
、
圃
場
見
学
や

園
芸
技
術
講
演
会
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

　
園
研
は
ピ
ー
マ
ン
、
メ

ロ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ

ト
な
ど
数
々
の
優
良
品
種

の
ほ
か
、
単
為
結
果
性
ト

マ
ト
や
種
子
繁
殖
イ
チ
ゴ

な
ど
、
時
代
を
先
取
り
し

た
品
種
の
育
種
を
行
っ
て

き
た
。
圃
場
展
示
で
は
、

黄
化
葉
巻
耐
病
性
・
単
為

結
果
性
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

「
Ｔ
Ｙ
べ
に
す
す
め
」
、

ヘ
タ
が
上
向
き
に
な
っ
て

見
栄
え
が
す
る
「
か
む

り
」
、
タ
カ
ミ
メ
ロ
ン
、

み
お
ぎ
ピ
ー
マ
ン
、
カ
ラ

ー
ピ
ー
マ
ン
の
シ
グ
ナ
ル

シ
リ
ー
ズ
、
種
子
繁
殖
イ

チ
ゴ
苗
な
ど
を
展
示
し
た

ほ
か
、
土
壌
病
害
等
の
研

究
展
示
が
行
わ
れ
、
注
目

を
集
め
た
。

　
こ
の
ほ
か
情
報
交
換
会

で
は
㈱
泉
穂
・
代
表
取
締

役
の
靏
啓
次
氏
が
「
熊
本

の
農
業
と
園
研
品
種
」
の

テ
ー
マ
で
発
表
を
行
っ

た
。
農
業
産
出
額
が
全
国

５
位
で
、
豊
富
な
水
資
源

と
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

多
様
な
農
作
物
の
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
る
熊
本
農
業

の
概
要
と
、
過
去
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
園
研
品

種
の
導
入
状
況
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
第
37
回
園

芸
技
術
講
習
会
が
行
わ

れ
、
㈱
デ
ル
フ
ィ
ー
ジ
ャ

パ
ン
の
斉
籐
章
氏
が
「
栽

培
コ
ン
サ
ル
ト
を
10
年
取

り
組
ん
で
き
た
デ
ル
フ
ィ

ー
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
見
た
施

設
園
芸
で
の
課
題
」
の
テ

ー
マ
で
講
演
。
時
代
の
流

れ
を
的
確
に
読
み
な
が
ら

生
産
者
に
寄
り
添
っ
た
コ

果
樹
で
カ
メ
ム
シ

類
の
発
生
続
く

　
農
林
水
産
省
は
７
月
10

日
に
向
こ
う
１
か
月
の
病

害
虫
発
生
予
報
第
４
号
を

発
表
し
た
。
野
菜
・
花
き

で
は
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
発

生
が
、
東
北
、
関
東
、
北

陸
、
東
海
、
近
畿
及
び
四

国
の
一
部
の
地
域
で
多
く

な
る
と
予
想
。
ま
た
、
果

樹
で
は
カ
メ
ム
シ
類
の
発

生
が
、
関
東
、
北
陸
、
東

海
、
近
畿
、
中
国
、
四
国

及
び
九
州
の
一
部
の
地
域

で
多
く
な
る
と
予
想
し
て

い
る
。

▽
ト
マ
ト
　
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類　
多
い
＝
東
北
、
や
や

多
い
＝
南
関
東
。

▽
キ
ュ
ウ
リ
　
ア
ブ
ラ
ム

シ
類　
多
い
＝
北
東
北
、

や
や
多
い
＝
南
東
北
、
南

関
東
。
べ
と
病　
や
や
多

い
＝
北
東
北
、
南
関
東
、

四
国
。
褐
斑
病　
多
い
＝

北
東
北
、
や
や
多
い
＝
中

国
。
炭
疽
病　
多
い
＝
北

東
北
、や
や
多
い
＝
近
畿
、

中
国
。
斑
点
細
菌
病　
多

い
＝
北
東
北
、
や
や
多
い

＝
近
畿
、
中
国
。

▽
ナ
ス
　
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

　
多
い
＝
南
東
北
、
南
関

東
。や
や
多
い
＝
北
関
東
、

北
陸
、
近
畿
。
う
ど
ん
こ

病　
や
や
多
い
＝
南
東

北
、
北
陸
、
近
畿
。
ハ
ダ

ニ
類　
多
い
＝
南
関
東
、

や
や
多
い
＝
北
関
東
、
四

国
。

▽
イ
チ
ゴ
　
ア
ブ
ラ
ム
シ

類　
多
い
＝
北
九
州
、
や

や
多
い
＝
四
国
。
う
ど
ん

こ
病　
や
や
多
い
＝
中

国
、
四
国
、
南
九
州
。
ハ

ダ
ニ
類　
多
い
＝
南
東

北
、
南
九
州
、
や
や
多
い

＝
関
東
、四
国
、北
九
州
。

炭
疽
病　
多
い
＝
北
関

東
、
や
や
多
い
＝
中
国
、

四
国
、
北
九
州
。

　
気
象
庁
の
向
こ
う
１
か

月
の
予
報
で
は
、
気
温
は

全
国
的
に
高
く
、
降
水
量

は
、
北
日
本
日
本
海
側
、

東
日
本
日
本
海
側
及
び
西

日
本
日
本
海
側
で
多
く
、

北
日
本
太
平
洋
側
、
東
日

本
太
平
洋
側
及
び
西
日
本

太
平
洋
側
で
平
年
並
か
多

い
と
予
想
し
て
い
る
。

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
デ
ル
フ
ィ
ー
だ

が
、
講
演
で
は
同
社
の
活

動
内
容
、
現
在
抱
え
て
い

る
生
産
者
の
課
題
、
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
。

　
続
い
て
園
研
シ
ニ
ア
オ

フ
ィ
サ
ー
の
石
川
正
美
氏

が
「
種
子
繁
殖
型
イ
チ
ゴ

の
育
成
と
今
後
の
課
題
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ

た
。
親
株
管
理
が
い
ら
な

い
う
え
に
育
苗
労
力
を
大

幅
に
軽
減
す
る
種
子
繁
殖

イ
チ
ゴ
は
、
イ
チ
ゴ
狩
り

農
園
な
ど
徐
々
に
普
及
し

て
い
る
。
石
川
氏
は
「
よ

つ
ぼ
し
」
イ
チ
ゴ
の
育
種

に
携
わ
っ
て
お
り
、
開
発

の
経
緯
、
普
及
状
況
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

サカタのタネ・三郷試験場

トルコギキョウ見学会開く
７
月
10
〜
12
日

長
野
県
安
曇
野
市
で

園
芸
技
術
講
習
会

デ
ル
フ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の

斉
籐
章
氏
と
園
研
の

石
川
正
美
氏
が
講
演

園
研
・
オ
ー
プ
ン
デ
イ
開
催

生
産
者
、
関
係
機
関
、
千
葉
大
学
園
芸
学
部

の
学
生
な
ど
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た

黄
化
葉
巻
耐
病
性
・
単
為
結
果
性
の「
か
む
り
」

ア
、
レ
イ
ナ
、
ボ
ン
・
ボ

ヤ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
ほ
か
、

無
花
粉
タ
イ
プ
の
ソ
ロ
Ｐ

Ｆ
シ
リ
ー
ズ
や
試
行
品
種

等
々
、
数
多
く
の
品
種
が

展
示
さ
れ
、
ト
ル
コ
ギ
キ

ョ
ウ
に
か
け
る
同
社
の
意

気
込
み
を
感
じ
た
。

　
見
学
会
に
向
け
て
の
栽

培
は
、
昨
年
の
11
月
（
晩

生
・
中
生
）か
ら
12
月（
早

生
）に
か
け
て
播
種
を
し
、

発
芽
ま
で
室
温
21
℃
管
理

で
霧
灌
水
を
す
る
。
発
芽

後
は
最
低
夜
温
18
℃
の
ガ

ラ
ス
温
室
で
育
苗
し
、
定

植
は
晩
生
１
月
30
日
、
中

生
２
月
13
日
、
早
生
２
月

19
日
に
行
っ
て
い
る
。
今

年
も
見
事
な
出
来
映
え
で

来
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
以
外

に
も
ヒ
マ
ワ
リ
、
ア
ス
タ

ー
、デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
、カ

ン
パ
ニ
ュ
ラ
な
ど
を
展
示

し
た
ほ
か
、
低
コ
ス
ト
の

環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
「
ス

プ
ラ
ウ
ト
」
、
液
肥
の
サ

カ
タ
マ
モ
ル
シ
リ
ー
ズ
、

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン

ト
剤
ギ
ャ
ク
シ
ー
等
の
資

材
展
示
も
行
わ
れ
た
。

ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
に

濃
ピ
ン
ク
系
の

２
色
を
発
表

７
月
10
日
に
大
輪
フ
リ

ン
ジ
咲
き「
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
」

シ
リ
ー
ズ
に
濃
ピ
ン
ク
系

の
新
品
種
、
「
ボ
ヤ
ー
ジ

ュ
（
２
型
）
ホ
ッ
ト
ピ
ン

ク
」
と
、
「
同
（
２
型
）

チ
ェ
リ
ー
ピ
ン
ク
」
の
発

病
害
虫
発
生
予
報
発
表

ボヤージュ（２型）ホットピンク。
寒冷地の夏から秋出荷に向く

ボヤージュ（２型）チェリーピンク。
温暖地の年内出荷に向く

大輪系をはじめ、数多くのトルコギキョウが展示された
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村田の苗は土づくりを基本とし
環境にやさしい手作り苗です‼

全国各地のＪＡ（支所を含む）のほかに問屋等200 件余り
の取引先への苗出荷を通して、生産者の方々の栽培を支え
ています。村田の苗は全国的に高い評価をいただき、数々
の賞を受賞しています。

育
苗
種
類
は
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
、
カ
ボ
チ
ャ

な
ど
多
種
類
に
及
び
ま
す
。

こ
こ
に
示
し
た
の
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。

ご注文はお近くのＪＡ、種苗店等を通じてご用命いただいています。
なお、お問い合わせは下記へ。

ＴＥＬ 089（964）7878 ＦＡＸ 089（964）0406
〒791-0214 愛媛県東温市南野田734-1

ネットからのご注文も承っています。　http://muratafarm.co.jp

好
評
２
本
立
苗

キュウリ接木苗 7.5 ㎝
本葉２～2.5 枚まで

ナス接木苗 7.5 ㎝
本葉 4.5～5.5 枚

トマト接木苗 9.0 ㎝

ピーマン苗 9.0 ㎝
本葉８～10 枚まで

　
こ
れ
か
ら
の
施
設
園
芸
が
魅
力
的
か
つ
持
続
的
な

成
長
を
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
私
た
ち
の
紹
介
も
含
め
て
お
話
し
ま
す
。
デ
ル

フ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
は
２
０
１
４
年
に
設
立
し
た
国
内

初
の
民
間
栽
培
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
、
０
・

１
㌶
規
模
の
生
産
者
か
ら
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
収

量
を
目
指
し
て
い
る
大
規
模
生
産
者
ま
で
、
様
々
な

方
を
対
象
に
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、現
在
８
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。活
動
内
容
は
、

高
収
量
、
高
品
質
、
経
費
削
減
な
ど
に
特
化
し
た
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
に
セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
知
識
や
技
術
は
提
供
し
ま
す
が
、

種
苗
、
農
薬
、
肥
料
、
資
材
を
提
供
し
た
り
す
る
こ

と
は
一
切
行
っ
て
お
ら
ず
、
農
産
物
の
買
い
上
げ
も

行
い
ま
せ
ん
。
生
産
者
の
目
標
を
達
成
し
て
も
ら
う

こ
と
が
私
ど
も
の
仕
事
で
す
。

　
農
業
は
単
に
食
料
供
給
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中

の
人
に
健
康
を
提
供
し
て
い
る
産
業
で
あ
り
、
持
続

的
な
発
展
を
し
て
い
く
た
め
に
は
技
術
革
新
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
常
に
必
要
で
す
。
世
界
的
に
食
料
需

要
が
増
加
し
て
、
さ
ら
に
は
食
の
品
質
や
安
全
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
施

設
園
芸
に
関
し
て
は
脱
化
石
燃
料
の
話
が
ど
ん
ど
ん

進
み
、デ
ル
フ
ィ
ー
の
本
部
が
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、

正
式
決
定
で
は
な
い
で
す
が
２
０
３
０
年
か
ら
新
し

く
建
て
る
ハ
ウ
ス
は
化
石
燃
料
の
使
用
が
許
可
さ
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
減
化
学
農
薬
、
減
化
学
肥
料
栽
培
が
世
界

的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
世
界
的
に
は
水
資
源

の
利
用
に
制
限
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
は
雨
量
が
多
い
の
で
地
下
水
を
い

く
ら
汲
み
上
げ
て
も
タ
ダ
み
た
い
な
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、
世
界
的
に
は
地
下
水
は
化

石
燃
料
と
同
じ
資
源
と
の
認
識
で
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は

地
下
水
の
汲
み
上
げ
に
税
金
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
地
下
水
を
使
わ
な
い
で
く
れ
と
い
う

方
向
性
で
、
こ
れ
ら
を
解
決
で
き
る
の
が
施
設
園
芸

で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
を
業
界
の
関
係
者
が
世
の
中

に
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
国
内
状
況
で
す
が
、
３
つ
の
問
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
①
農
業
人
口
が
減
少
（
高
齢
化
・
担

い
手
不
足
）
、
②
物
価
上
昇
（
資
材
・
資
源
価
格
の

高
騰
・
急
激
な
円
安
）、
③
異
常
気
象
（
暑
い
夏
）。

こ
の
３
つ
か
ら
誰
が
農
業
に
魅
力
を
感
じ
る
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
ら
の
解
決
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
デ
ル
フ
ィ
ー
の
取
り
組
み
は
生
産
者
と
の
信
頼
関

係
を
築
い
て
目
標
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の

一
つ
が
収
量
で
、
大
玉
ト
マ
ト
は
50
㌧
以
上
の
人
が

結
構
出
て
き
ま
し
た
。
普
通
の
品
種
で
も
40
㌧
ぐ
ら

い
は
取
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
誘

引
で
軒
高
５
〜
６
㍍
の
ハ
ウ
ス
を
建
て
た
け
れ
ば
50

㌧
を
目
指
さ
な
い
と
採
算
が
合
わ
な
い
。
30
㌧
し
か

取
れ
な
い
か
ら
儲
か
ら
な
い
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
も
30
㌧

ぐ
ら
い
は
普
通
に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
20
㌧
な

ら
ば
手
の
届
く
誘
引
で
も
取
れ
ま
す
よ
と
言
っ
て
い

ま
す
。

　
イ
チ
ゴ
は
栃
木
県
の
生
産
者
で
12
㌧
の
方
が
昨
年

出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
方
は
２
町
歩
で
新
品
種
の
と

ち
あ
い
か
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
出
来
な

か
っ
た
よ
う
な
収
量
が
達
成
で
き
て
い
ま
す
。

　
昨
年
私
ど
も
で
企
業
や
生
産
者
の
方
と
年
間
契
約

を
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
お
客
さ
ん

は
86
名
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
自
治
体
や
Ｊ
Ａ
と

か
で
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
て
１
２
０
軒
ぐ
ら
い
と

年
間
契
約
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
昨
年
ハ
ウ
ス
を
建
て
た
生
産
者
が
７

軒
、
今
年
は
６
軒
い
ま
す
。
い
ま
全
国
的
に
ハ
ウ
ス

が
あ
ま
り
建
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
資
材
が
高

い
か
ら
、
あ
る
い
は
農
産
物
の
価
格
が
安
い
か
ら
投

資
意
欲
が
な
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
私
た
ち
メ
ン

バ
ー
は
誰
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
農
業
は
こ
ん
な
に

儲
か
る
の
か
と
思
っ
て
い
る
生
産
者
も
い
て
、
成
果

が
出
れ
ば
投
資
意
欲
が
出
て
き
ま
す
。
実
際
に
ハ
ウ

ス
を
増
設
す
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
高
収
量
を
得
て
い
る
生
産
者
が
い
ま
す
よ
と
話
す

と
、
多
く
の
方
が
視
察
に
行
き
た
い
と
言
い
ま
す
。

視
察
し
た
あ
と
に
必
ず
ど
う
で
し
た
か
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
８
割
ぐ
ら
い
の
人
が
「
普
通
の
栽
培
だ
っ

た
。う
ち
と
何
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

　
実
は
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
と
私
は
言
っ
て
い
ま

す
。
高
収
量
だ
か
ら
密
植
栽
培
で
ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ

が
い
っ
ぱ
い
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
イ
メ
ー

ジ
す
る
方
が
い
ま
す
が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
。
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
良
い
状
態
が
１
年
間
ず
っ

と
持
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
普
通
の
こ
と
を
や
れ

ば
い
い
だ
け
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
栽
培
に
関
す
る
戦

略
と
戦
術
で
す
。

　
栽
培
に
は
知
識
と
技
術
が
必
要
、
さ
ら
に
は
経
験

や
勘
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
技
術

と
経
験
は
年
数
が
必
要
で
す
が
、
知
識
が
あ
れ
ば
技

術
と
経
験
不
足
は
補
え
ま
す
。
先
ほ
ど
話
し
た
栃
木

県
で
イ
チ
ゴ
12
㌧
取
っ
て
い
る
生
産
者
の
目
標
は
上

場
す
る
こ
と
が
夢
だ
そ
う
で
、
そ
う
い
う
方
た
ち
は

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
怖
く
な
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
方
を
支
援
し
て
い
る

の
が
デ
ル
フ
ィ
ー
で
あ
り
、
継
続
的
な
成
長
を
生
産

者
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
は
時
代
の
流
れ
が
早
く
、
現
状
維
持
と
い
う

の
は
基
本
的
に
衰
退
で
す
。
で
す
か
ら
ど
の
よ
う
に

成
長
し
て
い
く
か
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
実
施
す
る
た
め
に
ま
ず
は
知
識
と
技
術
が
必
要

で
す
。
多
く
の
方
が
知
識
は
あ
る
け
れ
ど
も
技
術
が

な
い
と
か
、
技
術
は
あ
る
け
れ
ど
も
知
識
が
な
い
と

い
う
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
し
ま
っ
て
い
る

方
が
多
い
の
で
、
両
輪
を
回
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
６
面
つ
づ
く
）

　
デ
ル
フ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
斉
藤
章
氏
は
、
㈱
誠
和

で
施
設
園
芸
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、

10
年
前
に
オ
ラ
ン
ダ
の
施
設
園
芸
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
、
デ
ル
フ
ィ
ー
の
日
本
法
人
に
移
り
、
栽
培

や
経
営
に
関
す
る
指
導
・
助
言
の
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー

や
講
演
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
６
月
に
開
催
し

た
園
芸
植
物
育
種
研
究
所
の
園
芸
技
術
講
習
会
で
は

デ
ル
フ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
10
年
間
行
っ
て
き
た
取
り

組
み
と
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
た
ほ
か
、
施
設
園
芸

の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
言

及
し
た
。

栽培コンサルタントを10年間取り組んできた
デルフィージャパンから見た施設園芸での課題

～株式会社デルフィージャパン 斉藤章～

デ
ル
フ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン

の
概
要
と
活
動
内
容

施
設
園
芸
の
重
要
性
と

課
題
へ
の
取
り
組
み

高
収
量
・
高
品
質
栽
培
の
実
現
に

向
け
た
知
識
と
技
術
の
提
供
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私
た
ち
の
活
動
は
全
て
事
業
で
あ
り
、
対
象
に
し

て
い
る
生
産
者
の
方
も
事
業
を
や
っ
て
い
る
方
で

す
。
よ
く
売
り
上
げ
い
く
ら
で
す
か
、
利
益
ど
れ
く

ら
い
で
す
か
と
尋
ね
て
も
、
そ
ん
な
の
教
え
ら
れ
な

い
よ
と
い
う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
企
業
で
売
り

上
げ
い
く
ら
で
す
か
と
言
っ
て
答
え
な
い
企
業
は
ど

こ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
デ
ル
フ
ィ
ー
の
売
り
上

げ
は
い
く
ら
で
利
益
率
は
何
％
か
と
い
う
の
は
公
表

さ
れ
る
こ
と
な
の
で
答
え
ら
れ
ま
す
が
、
斉
籐
さ
ん

の
給
料
は
い
く
ら
で
す
か
と
言
わ
れ
た
ら
答
え
た
く

な
い
で
す
よ
ね
。
多
分
こ
れ
と
一
緒
な
ん
で
す
。

　
こ
れ
は
生
業
・
家
業
だ
か
ら
と
思
い
ま
す
。
自
分

が
生
業
な
の
か
家
業
な
の
か
、
あ
る
い
は
事
業
を
や

っ
て
い
る
の
か
。
私
ど
も
は
上
場
し
て
い
る
企
業
さ

　
そ
し
て
施
設
園
芸
は
道
具
（
施
設
や
機
器
な
ど
）

を
使
う
栽
培
方
法
で
す
か
ら
、
そ
れ
も
重
要
に
な
っ

て
く
る
し
、
そ
の
ほ
か
種
苗
も
重
要
で
、
収
量
が
と

れ
て
栽
培
し
や
す
い
、
も
し
く
は
高
品
質
と
い
う
の

は
栽
培
を
行
う
上
で
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
適
切
な
種
苗
選
択
と
施
設
を
準
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
デ
ル
フ
ィ
ー
は
実
践
的
で
再
現
性
の
高
い
助
言
を

し
て
い
ま
す
。
な
に
か
小
難
し
い
こ
と
を
話
し
て
い

る
の
で
は
と
思
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
こ
と
は
全
然
な
く
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
簡
単

な
話
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
経
験
の
高
い
人
ほ

ど
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
シ
ン
プ
ル
が
ゆ
え
に
難
し
い
と
い
う
わ
け
で

す
。農
業
は
い
ろ
ん
な
栽
培
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、農

業
の
特
徴
は
投
資
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ど
ん
ど
ん

複
雑
化
し
て
難
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
な
の

で
投
資
を
す
る
場
合
は
高
い
知
識
と
技
術
を
備
え
た

中
で
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
究
極
が
人
工
光
型
の
植
物
工
場
で
す
。
人
工

光
だ
か
ら
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
デ
ー
タ
等
が
出
て
く

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
方
が
企
業
の
中
に

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら

う
ま
く
い
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
私
た

ち
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
形
で
生
産
者
の
方

に
適
切
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ん
に
も
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
決
算
資
料
等
を
全
部
見
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
売
り
上
げ
、
経
費
、
そ
し
て
利
益

は
ど
れ
だ
け
出
て
い
る
の
か
。
も
し
目
標
が
達
成
で

き
て
い
な
け
れ
ば
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
私
た
ち
が
や
っ
て
い

た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
の
か
間
違
っ
て
る
の
か
が
わ

か
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
方
を
対
象
に
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
生
産
者
の
実
情
は
ど
う
な
の
か
。
私
が
実
際

に
経
験
し
た
話
で
す
が
、
栃
木
県
の
イ
チ
ゴ
生
産
者

50
名
と
か
１
０
０
名
が
集
ま
り
、
こ
う
し
て
こ
う
す

れ
ば
収
量
が
増
え
ま
す
よ
と
話
す
と
、
い
や
そ
れ
は

困
る
な
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
イ
チ
ゴ
生

産
者
の
７
割
と
か
８
割
は
そ
う
思
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
で
困
る
ん
で
す
か
と
聞
く

と
、
忙
し
く
な
る
か
ら
と
答
え
ま
す
。
確
か
に
そ
う

で
す
ね
。
で
は
品
質
が
良
く
な
り
ま
す
よ
と
い
う
話

を
す
る
と
、そ
れ
な
ら
興
味
が
あ
る
と
言
う
ん
で
す
。

こ
の
方
た
ち
は
こ
れ
で
い
い
ん
だ
と
私
は
考
え
て
お

り
、
そ
の
辺
の
見
極
め
が
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
い
ま
の
日
本
農
業
の
一
番
の
問
題
点
は
、
勘
や
経

験
が
重
要
だ
と
い
う
農
業
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
関
係
者
が
、
も
し

く
は
研
究
者
や
メ
ー
カ
ー
が
新
し
い
技
術
を
提
供
し

て
も
残
念
な
が
ら
現
場
に
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も

ら
え
な
い
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
提
供
す
る

側
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
し
、
受
け
入
れ
る
側
に
も

問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
よ
く
直
面
す
る
の
は
昭
和
の
技
術
が
ま

だ
こ
の
業
界
は
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
生

産
者
の
現
場
に
行
っ
て
新
設
し
た
ハ
ウ
ス
を
見
て
み

る
と
、
隣
に
あ
る
30
年
前
の
ハ
ウ
ス
と
同
じ
だ
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
普
通
は
技

術
が
進
め
ば
ハ
ウ
ス
も
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
よ

ね
。
で
は
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
が
進
ま
な
い
の
か
。

　
残
念
な
が
ら
目
標
の
な
い
中
で
栽
培
を
行
っ
て
い

る
方
が
多
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
知
識

や
技
術
を
習
得
し
て
目
標
を
持
ち
な
が
ら
や
っ
て
い

け
ば
非
常
に
高
い
生
産
性
が
可
能
な
ん
で
す
と
い
う

こ
と
を
私
た
ち
は
生
産
者
の
方
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
と

い
え
ば
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
も
何
で
も
な
い
。
ま

ず
知
識
で
は
植
物
生
理
が
重
要
だ
と
い
う
話
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
も
中
学
校
理
科
レ
ベ
ル
の
植
物
生

理
で
す
。
そ
れ
で
も
生
産
者
の
方
が
現
場
で
適
切
な

判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
栽

培
は
シ
ン
プ
ル
に
考
え
る
べ
き
で
、
多
く
の
方
は
複

雑
に
考
え
す
ぎ
て
い
ま
す
。

　
基
礎
的
な
植
物
生
理
は
こ
の
１
０
０
年
で
あ
ま
り

変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
技
術
は
常

に
進
歩
し
て
い
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
の
話
し
て
い
る

こ
と
も
だ
ん
だ
ん
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
で

な
い
と
お
客
さ
ん
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
ら
で
す
。
そ
れ
と
主
観
的
で
は
な
く
て
客
観
的
に

捉
え
る
こ
と
が
重
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
主
観

的
は
そ
の
人
し
か
納
得
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
客
観

的
は
誰
も
が
納
得
で
き
る
こ
と
と
私
た
ち
は
考
え
て

い
ま
す
。

　
一
番
わ
か
り
や
す
い
の
が
勘
と
経
験
か
ら
デ
ー
タ

を
使
っ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
栽
培
方
法
で
は
な
い

　
私
た
ち
は
独
立
系
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で

す
。
利
点
は
生
産
者
の
方
と
同
じ
目
標
で
日
々
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
で
、
物
を
売
っ
た
り
、
買
い
取
る

こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
生
産
者
の
方

に
広
い
視
点
で
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
を
や
れ

ば
も
っ
と
伸
び
る
と
い
っ
た
提
案
が
で
き
る
の
が
最

大
の
特
徴
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
認
め
て
も
ら

う
か
。
私
た
ち
に
対
す
る
評
価
は
と
て
も
厳
し
い
で

す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
価
値
が
な
け
れ
ば
価
値

が
な
い
と
は
っ
き
り
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
私
た

ち
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
実
は
デ
ル
フ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
一
番
の
問
題
点
は
競

合
が
い
な
い
こ
と
で
す
。
10
年
間
や
っ
て
き
て
競
合

が
出
て
こ
な
い
。
競
合
が
あ
れ
ば
生
産
者
の
方
は
適

切
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
。
そ
う

す
る
と
私
た
ち
は
そ
の
要
求
に
応
え
る
た
め
に
ど
ん

ど
ん
改
善
し
て
い
き
、
生
産
者
は
と
い
う
と
経
営
が

改
善
し
て
投
資
意
欲
が
出
て
き
ま
す
。
有
料
の
知
識

サ
ー
ビ
ス
は
、
生
産
者
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
さ
ら

に
は
こ
の
業
界
が
成
長
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
成
長
過
程

に
は
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
私
た
ち
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
に
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
や
っ
て
お
り
、
現
在
は

イ
チ
ゴ
編
を
10
回
に
わ
た
っ
て
体
系
的
に
学
べ
る
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
あ
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
れ
ば
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

か
と
。
た
だ
し
経
営
に
は
勘
と
経
験
が
非
常
に
重
要

で
す
か
ら
、
そ
こ
に
客
観
的
な
こ
と
を
継
ぎ
足
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
逆
に
言
う
と
客
観
的
な
こ
と
だ
け

や
っ
て
い
て
も
上
手
く
い
か
な
い
。
わ
か
り
や
す
く

言
え
ば
栽
培
す
る
に
あ
た
っ
て
は
観
察
と
生
育
調
査

が
必
要
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
ハ
ウ
ス
に
入
っ
て
植
物

を
見
る
の
は
主
観
で
、
デ
ー
タ
を
取
っ
て
生
育
調
査

を
や
る
の
が
客
観
的
な
の
で
す
が
、
こ
の
両
方
を
や

っ
た
と
き
に
最
高
の
成
果
が
出
て
く
る
と
生
産
者
の

方
に
伝
え
て
い
ま
す
。

生
産
者
と
の
対
等
な
関
係

と
目
標
達
成
へ
の
サ
ポ
ー
ト

勘
や
経
験
に
頼
る
栽
培

が
続
く
日
本
農
業

知
識
は
中
学
レ
ベ
ル

の
植
物
生
理
が
重
要

デ
ル
フ
ィ
ー
の
問
題
点

は
競
合
が
い
な
い
こ
と

生
産
・
家
業
・
事
業

対
象
者
は
誰
か
？

栃
木
県
小
山
市
羽
川
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ル
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ー
ジ
ャ
パ
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